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1　まえがき

本稿では,エスパアンテナをアダプティブアレ-の素

子として用いるアダプティブアンテナ[1]における,参照

信号を用いた適応指向性制御を提案する.計算機シミュ

レーションによりその有効性を検証している.

2　エスパアンテナを素子としたアダプティブアレー

検討したアンテナは,図1のように,エスパアンテナ

をⅣ個(図1ではJV=2)用いて構成したアレーアンテ

ナである.アレ-素子にエスパアンテナを用いたことで

素子指向性制御可能なアダプティブアレーとなっている.

3　提案する制御法

文献同では直接探索法[2]を用いてエスパアンテナ
のリアクタンス及び素子ウェイトの制御を行った.また

電波到来方向を既知として解析を行った.

本稿では,参照信号を用いることで電波到来方向を未
知とした適応指向性制御について検討した.エスパアン

テナのリアクタンス制御には最急勾配法を,素子ウェイ

トの制御にはRLSを用いて適応指向性制御を行った[3].

4　計算機シミュレーション

所望波が1波(到来方向50度) ,干渉波が1波以上

到来する環境においてSINRを最大にするリアクタンス

およびウェイトの制御を行う計算機シミュレーションを
行った. SNR-20dB, SIR-OdBとして評価した.

到来波2波(干渉波1波,干渉波方向100度)の環
境における,イタレーション500回までのSINRの変化

を図2に,イタレーション500回のときの電力指向性パ

ターンを,図3にそれぞれ示す.また,到来波6波(千

渉波5波,干渉波方向100度, 150度, 200度, 250度,
300度)の環境における,イタレーション500回までの

SINRの変化を図4に,イタレーション500回のときの

電力指向性パターンを図5にそれぞれ示す.図3および

図5において, Dは所望波方向を　hiまi番目の干渉波
方向をそれぞれ示す.

図2から図5より,検討したアンテナにおいて,参照
信号を用いた適応指向性制御が可能であることがわかる.

5　まとめ

本稿では,エスパアンテナとアダプティブアレ-を組

み合わせたアンテナにおいて,参照波を用いた適応指向
性制御が可能であることを示した.
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図1検討したアンテナの構成
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図3　電力指向性パターン
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図5　電力指向性パターン
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